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人と自然、地域の恵みが 響きあう健康交流都市

平成 18 年度

６月９日に開催された鹿屋市議会の
冒頭で施政方針を述べる山下市長。

南九州の
新たな拠点都市への
飛躍に向けて

施
策
・
事
業
の
展
開

　

こ
れ
ら
の
基
本
目
標
を
実
現
す

る
た
め
、
六
つ
の
政
策
の
柱
に
基

づ
い
て
、
各
種
施
策
・
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
第
一
は
「
地
域
の
資
源

を
生
か
し
た
交
流
の
促
進
と
地
域

に
根
ざ
し
た
産
業
の
振
興
」
で
す
。

  

地
方
を
取
り
巻
く
環
境
が
非
常

に
厳
し
い
中
で
、
足
腰
の
強
い
自

立
し
た
都
市
を
形
成
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
資
源
や
特
性
を

生
か
し
た
地
域
活
性
化
の
取
り
組

み
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
鹿

屋
市
で
は
「
ば
ら
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
、
ば
ら
園
の
拡
充
整
備

に
よ
り
、
年
間
誘
客
数
20
万
人
の

目
標
達
成
に
向
け
た
基
盤
が
整
っ

た
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
ば
ら
に

関
す
る
商
品
開
発
な
ど
、
民
間
活

力
の
導
入
等
に
よ
る
観
光
産
業
の

振
興
を
図
り
な
が
ら
、
大
隅
地
域

に
お
け
る
観
光
ル
ー
ト
の
開
発
を

は
じ
め
と
す
る
広
域
の
取
り
組
み

を
推
進
し
、
交
流
人
口
の
増
加
促

進
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
本
市
の
基
幹
産
業
で
あ

る
第
一
次
産
業
に
つ
い
て
は
、
消

費
者
が
求
め
る
安
心
・
安
全
で
質

の
高
い
生
産
物
を
安
定
し
て
供
給

す
る
た
め
、

○
農
業
に
お
い
て
は
、
生
産
基
盤

ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標

　

私
は
、
時
代
の
潮
流
に
的
確
に

対
応
し
、
大
隅
の
中
核
都
市
と
し

て
、
地
方
分
権
の
受
け
皿
に
ふ
さ

わ
し
い
自
立
し
た
拠
点
都
市
の
形

成
を
目
指
し
て
、
経
営
的
な
視
点

に
立
っ
た
行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

そ
し
て
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革

を
断
行
し
、
地
域
の
資
源
や
特
性

を
最
大
限
に
活
用
し
た
地
域
活
性

化
と
と
も
に
、
新
市
の
早
期
の
一

体
性
の
確
立
と
、
均
衡
あ
る
発
展

を
目
指
し
て
、
市
政
運
営
の
基
本

姿
勢
に
「
融
合
」「
改
革
」「
前
進
」

の
三
つ
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
姿
勢
を
念
頭
に
、

○
地
域
経
済
と
産
業
の
活
力
を
創

出
し
、
市
民
が
安
心
と
安
全
を

実
感
す
る
、「
自
立
都
市
」
の

創
造

○
市
民
と
創
る
、
人
と
自
然
、
新

市
各
地
域
が
「
共
生
」
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
推
進

○
新
市
の
個
性
や
魅
力
の
連
携
・

再
構
築
に
よ
る
様
々
な「
交
流
」

が
展
開
す
る
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
○
地
域
の
発
展
を
リ
ー
ド
す
る
南

九
州
の
拠
点
都
市
に
ふ
さ
わ
し

い
「
都
市
機
能
」
の
充
実

を
基
本
目
標
と
し
て
、
活
力
溢
れ

る
新
た
な
拠
点
都
市
の
形
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

を
図
り
ま
す
。

　

第
二
は
、「
南
九
州
の
新
た
な

拠
点
都
市
の
創
造
を
目
指
し
た
都

市
機
能
の
充
実
」
で
す
。

　

社
会
資
本
や
都
市
基
盤
の
整
備

な
ど
、
新
市
の
都
市
機
能
の
充
実

に
向
け
た
取
り
組
み
に
当
た
っ
て

は
、

○
南
九
州
の
新
た
な
拠
点
都
市
の

形
成

○
新
市
の
早
期
の
一
体
性
の
確
保
、

均
衡
あ
る
発
展

の
二
つ
の
視
点
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
、

鹿
屋
市
の
都
市
計
画
の
あ
り
方
を

示
す
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
着

手
し
ま
す
。

  

新
た
な
拠
点
都
市
を
目
指
し
た

取
り
組
み
と
し
て
は
、
賑
わ
い
と

求
心
力
を
持
つ
中
心
市
街
地
の
再

生
に
向
け
て
、

○
北
田
大
手
町
地
区
市
街
地
再
開

発
事
業
に
お
け
る
、
芸
術
・
文

化
・
学
習
や
、情
報
な
ど
の
様
々

な
分
野
の
交
流
を
促
進
す
る
公

共
公
益
施
設
の
整
備

○
か
の
や
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
ま
ち

な
か
パ
ー
ク
等
の
整
備

○
打
馬
・
王
子
・
下
祓
川
土
地
区

画
整
理
事
業
な
ど
、
周
辺
地
域

の
整
備
等

も
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、

新
市
の
一
体
性
の
確
保
や
、
域
内

の
整
備
は
も
と
よ
り
、
認
定
農

業
者
を
中
心
と
し
た
担
い
手
農

家
や
生
産
組
織
の
育
成
・
強
化

○
畜
産
業
に
お
い
て
は
、
優
良
種

の
導
入
促
進
に
よ
る
質
や
生
産

性
の
向
上
、
畜
舎
・
堆
肥
舎
等

の
施
設
整
備
に
よ
る
、
環
境
に

配
慮
し
た
全
国
に
誇
れ
る
産
地

づ
く
り

○
水
産
業
に
お
い
て
は
、
か
の
や

カ
ン
パ
チ
ブ
ラ
ン
ド
施
設
整
備

事
業
に
よ
る
、
い
け
す
係
留
施

設
の
整
備

な
ど
を
進
め
、
健
康
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
を
目
指
し
た
さ
ら
な
る
生
産

振
興
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
地
元
産
品

の
付
加
価
値
を
高
め
る
食
品
加
工

製
造
業
を
中
心
と
し
た
地
場
産
業

の
振
興
や
企
業
誘
致
な
ど
、
第
一

次
産
業
を
基
軸
と
し
た
、
内
発
型

の
産
業
構
造
の
構
築
を
は
じ
め
、

地
域
経
済
の
活
性
化
や
、
新
た
な

雇
用
の
創
出
に
向
け
た
新
市
の
産

業
振
興
計
画
の
策
定
に
着
手
し
ま

す
。
そ
し
て
、
現
在
、
整
備
に
着

手
し
て
い
る
（
仮
称
）
産
業
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

○
食
品
加
工
製
造
業
の
起
業
・
創

業
へ
の
支
援

○
地
場
製
造
業
の
事
業
拡
大
、
育

成
・
強
化
へ
の
支
援

○
域
外
資
本
企
業
の
立
地
促
進
・

支
援
の
充
実
・
強
化

外
の
交
流
促
進
に
不
可
欠
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
旧
市
町
間
を
結
ぶ
主

要
幹
線
道
路
や
橋
梁
の
整
備
を
推

進
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
利
便

性
向
上
を
図
る
た
め
の
生
活
道
路

等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
高
速
交
通
体
系
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
東
九
州
自
動
車

道
末
吉
財
部
イ
ン
タ
ー
か
ら
鹿
屋

串
良
イ
ン
タ
ー
間
の
早
期
開
通
に

向
け
た
取
り
組
み
と
と
も
に
、
ア

ク
セ
ス
道
路
と
な
る
鹿
屋
串
良
イ

ン
タ
ー
線
な
ど
の
整
備
を
引
き
続

き
促
進
し
ま
す
。

　

市
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
桜
ヶ

丘
市
営
住
宅
の
建
替
に
伴
う
第
１

期
の
実
施
設
計
を
は
じ
め
、
輝
北

町
の
定
住
促
進
住
宅
の
建
設
、
そ

の
他
市
内
各
地
区
の
市
営
住
宅
の

維
持
補
修
な
ど
居
住
環
境
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

第
三
は
「
す
べ
て
の
市
民
が
健

や
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
で
す
。

　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
次

世
代
育
成
支
援
対
策
行
動
計
画
に

基
づ
き
、

○
育
児
の
援
助
を
必
要
と
す
る
保

護
者
に
、
子
ど
も
を
預
か
り
た

い
人
を
斡
旋
す
る
フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事

業
の
実
施
準
備

○
子
育
て
へ
の
負
担
感
の
緩
和
を

図
る
た
め
、
相
互
交
流
の
場
を

　６月９日に開催された鹿屋市議会６月定例
会本会議で、山下市長が、市政運営の基本
方針となる施政方針を述べました。
　その内容を紹介します。
　※一部要約してあります。
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建設が進む鹿屋串良インター線 南日本クロスカントリー大会 INきほく 鶴峰小学校屋内運動場（完成予想図）鹿屋市産業支援センター（完成予想図）

一般会計補正予算
　平成18 年度の当初予算は、予算編成時に合併
を迎え、新市の市長選挙が執行されたことなどから、
一般会計において、義務的経費を中心とした骨格予
算を編成していました。
　鹿屋市議会６月定例会では、この骨格予算に政
策的経費を追加するするための補正予算（56 億７千
500万円）が可決され、補正後の予算総額は436
億５千 600万円となっています。
　今回の補正予算は、合併後実質的に初めての通常
予算となることから、市民と共に創る「健康交流都
市」を目指し、時代潮流に的確に対応した行政サー
ビスを提供するため、施政方針で述べた６つの政策
の柱を中心とした施策・事業の積極的な展開に努め
ることを基本として、年間の見通しの上に立った、予
算編成を行いました。

補正予算の主な事務事業
①地域の資源を生かした交流の促進と地域に根ざ
した産業の振興　　　　　　　（906,211千円）
　・産業支援センター運営事業

　・強い産業づくり事業

②南九州の新たな拠点都市の創造を目指した都市
機能の充実　　　　　　　　（2,299,929 千円）
　・市民交流センター準備経費
　・吾平中央公園建設事業

③すべての市民が健やかで安心して暮らせるまちづ
くりの推進　　　　　　　　　  （124,767千円）
　・地域防災計画策定事業

　・すこやか地域づくり支援事業

④次代を担う豊かな人づくりの推進（818,140 千円）
　・鹿屋市スクールガード事業
　・鹿屋市スポーツ振興計画策定事業

⑤豊かな自然と共生するうるおいに満ちたまちづく
りの推進　　　　　　　　　　（500,470 千円）
　・水質浄化対策事業

　・鹿屋市環境基本計画推進事業

⑥市民とともに進める時代に適合した自治体づく
りの推進　　　　　　　　　　   （46,692 千円）
　・総合計画策定事業

用 

語 

解 

説

■義務的経費
　支出が義務づけられており、任意に削減できない
経費で、人件費、扶助費及び公債費の合計額。
■骨格予算
　市長選挙実施などの関係から政策的判断が難しい
場合に、政策的経費を除き、人件費等を中心とした
必要最小限度の経費を計上する予算。

設
置
し
、
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
よ
る
相
談
・
情
報
提
供
体

制
を
充
実
し
て
い
く
「
つ
ど
い

の
広
場
事
業
」
の
取
り
組
み

な
ど
、
子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み

育
て
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
関
し
て

は
、
病
気
そ
の
も
の
を
予
防
す
る

一
次
予
防
に
重
点
を
置
い
た
、
生

活
習
慣
の
改
善
な
ど
に
よ
る
健
康

づ
く
り
の
普
及
・
定
着
が
最
も
重

要
で
あ
る
こ
と
か
ら

○
健
康
づ
く
り
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
等
と
連
携
・
協
働
し
た
、
地

域
主
体
の
健
康
づ
く
り
活
動
の

推
進

○
基
本
健
診
や
健
康
管
理
シ
ス
テ

ム
を
活
用
し
な
が
ら
、
関
係
機

関
と
の
連
携
の
も
と
、
生
活
習

慣
病
の
予
防
や
健
康
づ
く
り
意

識
の
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

高
齢
者
の
介
護
予
防
に
つ
い
て

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
、
支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
の
生
活
機
能
の
維
持
、
向
上

を
図
り
ま
す
。

　

障
害
者
対
策
に
つ
い
て
は
、
本

年
度
中
に
障
害
者
基
本
法
に
基
づ

く
新
市
の
障
害
者
基
本
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
障
害

者
の
自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
し
、

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

併
せ
て
、
中
心
市
街
地
の
市
民

交
流
セ
ン
タ
ー
に
、
高
齢
者
や
障

害
者
の
交
流
促
進
や
、
福
祉
に
関

す
る
情
報
の
収
集
・
提
供
、
相
談

な
ど
、
地
域
福
祉
活
動
の
拠
点
と

な
る
福
祉
プ
ラ
ザ
を
設
置
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
市
の
総
合
的
・
一
体

的
な
防
災
体
制
を
確
立
す
る
た
め
、

地
域
防
災
計
画
を
策
定
す
る
と
と

も
に
、
不
測
の
危
機
発
生
時
に
、

市
民
の
生
命
や
財
産
を
保
護
す
る

た
め
の
危
機
管
理
の
基
本
的
な
指

針
を
定
め
ま
す
。

　

第
四
は
、「
次
代
を
担
う
豊
か

な
人
づ
く
り
の
推
進
」
で
す
。

　

今
日
、
社
会
モ
ラ
ル
の
低
下
や
、

犯
罪
の
低
年
齢
化
が
進
む
と
と
も

に
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る
痛

ま
し
い
事
件
が
全
国
各
地
で
多
発

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
事
件
・
事
故
に
地

域
を
あ
げ
て
対
応
し
、
児
童
・
生

徒
の
登
下
校
時
の
安
全
確
保
を
図

る
「
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
事
業
」
を
、

県
内
各
地
に
先
駆
け
、
新
市
の
学

校
区
全
体
に
拡
大
し
、
子
ど
も
た

ち
の
安
全
と
安
心
を
守
る
取
り
組

み
を
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
・
生
徒
の
健
や
か

な
心
と
身
体
を
育
む
た
め
、
細
山

田
小
学
校
の
校
舎
や
鶴
峰
小
学
校

の
屋
内
運
動
場
等
の
増
改
築
を
は

じ
め
、
市
内
小
中
学
校
の
教
育
環

境
の
充
実
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

　

次
に
、
生
涯
学
習
の
充
実
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ル
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、

ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
芸
術
文
化

学
習
プ
ラ
ザ
と
し
て
市
民
交
流
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
し
、
市
民
の
芸

術
文
化
の
振
興
と
学
習
機
会
の
拡

充
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
現
在
、
整
備
を
進
め
て

い
る
日
本
一
の
規
模
を
誇
る
田
崎

地
区
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

整
備
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

○
き
ほ
く
上
場
公
園
、
串
良
平
和

ア
リ
ー
ナ
、
吾
平
運
動
場
な
ど
、

市
内
全
域
の
豊
富
な
ス
ポ
ー
ツ

施
設
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に

よ
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
や
競
技
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興

○
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
や
、
各
種
合
宿
・

大
会
の
誘
致
等
に
よ
る
内
外
の

交
流
促
進

な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域

活
性
化
を
図
る
た
め
総
合
的
な
ス

ポ
ー
ツ
振
興
計
画
の
策
定
に
向
け

た
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

第
五
は
、「
豊
か
な
自
然
と
共

生
す
る
う
る
お
い
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
」
で
す
。

　

国
内
有
数
の
畜
産
地
帯
を
形
成

し
て
い
る
本
市
に
あ
っ
て
は
、
安

心
・
安
全
な
生
産
物
の
供
給
を
維

持
・
増
進
し
て
い
く
た
め
、
畜
産

公
募
委
員
等
に
よ
る
会
議
の
設
置

な
ど
、
多
く
の
市
民
の
参
画
を
促

進
し
な
が
ら
計
画
策
定
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
協
働
」
社
会
の
実
現

に
は
、
市
民
と
行
政
の
相
互
の
理

解
と
信
頼
関
係
の
構
築
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
積
極
的
な
広
報
、
情
報
提
供
に

努
め
る
と
と
も
に
行
政
評
価
制
度

を
導
入
し
、
さ
ら
に
効
率
的
で
透

明
性
・
公
平
性
の
高
い
市
政
運
営

を
進
め
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
を

果
た
し
ま
す
。

　

併
せ
て
、
公
共
施
設
の
管
理
運

営
等
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
指

定
管
理
者
制
度
へ
の
移
行
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
施
設
等

の
整
備
に
際
し
て
は
、
民
間
活
力

に
よ
る
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
導
入
を
検

討
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
指
針
を

策
定
し
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
18
度
の
市
政
運
営

に
つ
い
て
、
所
信
の
一
端
を
述
べ

ま
し
た
が
、
財
政
、
環
境
、
福
祉

を
は
じ
め
、
様
々
な
分
野
で
の
大

き
な
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
地
方

は
ま
さ
に
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
真
摯
に
受

け
止
め
、「
鹿
屋
市
行
政
経
営
改

革
大
綱
」
に
基
づ
き
、
定
員
適
正

化
計
画
を
早
急
に
定
め
る
と
と
も

に
、
組
織
機
構
の
見
直
し
や
、
事

務
事
業
の
一
体
化
と
改
善
、
職
員

の
能
力
開
発
と
意
識
改
革
な
ど
、

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
断
行
し

ま
す
。

　

併
せ
て
、
地
域
の
資
源
や
特
性

を
生
か
し
、
市
民
、
企
業
、
議
会
、

行
政
な
ど
、
新
市
の
す
べ
て
が
協

働
し
、
旧
１
市
３
町
が
早
期
に
融

合
し
て
、
厳
し
い
時
代
に
あ
っ
て

も
、
魅
力
あ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
、

私
た
ち
す
べ
て
の
市
民
の
責
務
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
平
成
18

年
度
は
、
新
生
「
鹿
屋
市
」
が
南

九
州
の
新
た
な
拠
点
都
市
と
し
て

の
飛
躍
・
発
展
に
向
け
た
ス
タ
ー

ト
の
年
度
で
あ
り
、
力
強
く
前
進

を
始
め
る
重
要
な
時
期
で
す
。

　
「
人
と
自
然
、
地
域
の
恵
み
が

響
き
あ
う
健
康
交
流
都
市
」
の
実

現
に
向
け
て
、
職
員
と
一
丸
と
な

っ
て
、
市
政
運
営
に
邁
進
い
た
し

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
企
画
調
整
課
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環
境
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
鹿
屋
・
串
良
地
区

を
中
心
に
、
堆
肥
舎
等
の
整
備
な

ど
、
家
畜
排
せ
つ
物
等
の
地
域
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
構
築
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

水
質
浄
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

肝
属
川
の
水
質
改
善
に
向
け
、
引

き
続
き
下
水
道
の
整
備
や
小
型
合

併
処
理
浄
化
槽
の
導
入
を
進
め
る

と
と
も
に
、
水
質
汚
濁
が
著
し
い

樋
渡
橋
下
流
の
排
水
路
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
と
連
携
し
て
、
水

質
浄
化
と
併
せ
た
環
境
保
護
の
啓

発
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
２
月
に
京
都
議
定

書
が
発
効
さ
れ
、
早
期
の
対
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
地
球
温
暖
化
の

問
題
に
つ
い
て
は
、
市
民
や
事
業

所
等
に
先
立
ち
、
鹿
屋
市
役
所
と

し
て
温
暖
化
対
策
に
取
り
組
ん
で

い
く
た
め
、
本
年
度
、
そ
の
実
行

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

第
六
は
、「
市
民
と
と
も
に
進

め
る
時
代
に
適
合
し
た
自
治
体
づ

く
り
の
推
進
」
で
す
。

　

本
年
度
は
、
市
政
運
営
の
羅
針

盤
と
も
言
う
べ
き
、
新
生
「
鹿
屋

市
」
の
総
合
計
画
の
策
定
に
着
手

す
る
こ
と
か
ら
、
計
画
の
策
定
に

当
た
っ
て
は
、
計
画
案
の
段
階
で

広
く
公
表
し
意
見
等
を
伺
う
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
導
入
や
、

む
す
び


